
 
 

東京国際空港（羽田空港）の新しい滑走路（Ｄ滑走路） 

～「歩いてＤ滑走路島へ」 取材のご案内～ 

記 者 発 表 資 料（取材のご案内） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２１年１０月２９日（木） 

国土交通省 関東地方整備局 東京空港整備事務所

問い合わせ先 

国土交通省 関東地方整備局 東京空港整備事務所  担当 小笠原
おがさわら

・滝本
たきもと

 

住所  東京都大田区羽田空港３－３－１ 国際空港第二庁舎 ４階 

電話  ０３－５７５７－２０８２ 
ＨＰ   http://www.pa.ktr.mlit.go.jp/haneda/ 

同時発表記者クラブ 

 国土交通記者会 国土交通省建設専門紙記者会 国土交通省交通運輸記者会 

 竹芝記者クラブ 都庁記者クラブ 横浜海事記者クラブ 神奈川建設記者会 

 千葉県政記者クラブ 東京航空記者会 

国土交通省は、我が国空港ネットワークの拠点空港として極めて重要な位置を占

める東京国際空港（羽田空港）において、４本目の滑走路となる『Ｄ滑走路建設工

事』を平成２２年１０月の滑走路の供用開始をめざし、２４時間３６５日の昼夜連

続施工により最速で工事を進めています。 

 

このうち、現羽田空港とＤ滑走路島を繋ぐ連絡誘導路部（航空機が通行する連絡

誘導路２本、管理用の場周道路２本）の建設工事においては、場周道路（北側）の

橋桁架設・床版据付・伸縮装置設置及び舗装が完了したことにより、現羽田空港か

らＤ滑走路島への陸上アクセスが可能となりました。（別紙２参照） 

 

このような状況から、下記の日程でＤ滑走路の工事状況を公開いたします。 

取材をご希望の際は、別紙１の要領にて申し込み下さい。 

 

取材日：平成２１年１１月１０日（火）１０：００～１２：００ 

（荒天等により日程を変更する場合があります。） 

 

［参考］このＤ滑走路が完成すると、年間発着能力が 30.3 万回(H19.9 時点)から

40.7 万回に増強され、発着容量の制約の解消、多様な路線網の形成、多頻度化に

よる利用者利便の向上をはじめ、首都圏空港の機能がより一層強化されます。 

・場周道路：空港及び空港施設の維持・管理のために設置する道路 






